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実践研究シリーズ

突然「荒れ」に襲われた高知県 S中学校
岡 崎  哲i也 (土佐清水市立清水中学校長)

コーディネーター :深美  隆 司 (ガィダンスカウンセラー・あいあいネットワーク of HRS)

何人もの生徒たちが教室に入らず,廊下を徘徊してい
る。臨時で雇用された支援員の若者たちが,教室に入れ
ようとして,あたふたと生徒たちの相手をしている。教
室の隣に設置されたロッカールームに座 り込む。ベラン

ダから紙吹雪をまき, トイレットペーパーを中庭に投げ
込む。廊下などに設置されている電気や非常ベルのスイ

ッチは,ほぼすべて押し込まれ,あちらこちらに器物破
損の跡がある。

2013年 ,統合新築された 「新生」 S中学校は散々な
状態に追い込まれていた。子どもたちの悪態や暴力によ

り,疲れ果てた教員たちの何人かは,病休に追い込まれ
た。生徒たちの関係性は「不安」と「恐怖」に支配され ,

学校へ来づらくなった生徒も多くいた。

2014年 ,私はこの「新生」 2年 目の S中学校に,校
長として赴任したのである。入学式の準備をする部活動

の生徒の様子を見て「荒れJが深刻な状況であるのはす
ぐに理解できた。部活動を行っている生徒たちでさえ,

まったく指導に従わない。自分勝手な言動や弱い生徒た

ちへの威圧的な態度や暴力が見られ,備品の扱い方など
は目に余る状態であった。

始業式を迎えたが,2・ 3年生に向けての私の挨拶を,
ほぼ半数の生徒たちは聞いていない。教員に対して心を

閉ざしていることも感 じられ,噂には聞いていたものの,

かなり深刻な状況だと感じた。

四国最南端に位置する土佐清水市は, 自然が豊かで足

招宇和海国立公園の大部分を占める。美しい海岸線に囲

まれた観光のまち,漁業のまちとして,「わざわざ来て
みたい,住みたいまち」としてまちおこしに取り組んで
いる。土佐清水市の偉人,中濱万次郎は幕末から明治に
かけて活躍した人物で, 日米和親条約の締結に尽力し,
その後通訳・教師などとして活躍したジョン万次郎とし

て多くの人たちに知られている。彼を主人公にしたNH
K大河 ドラマ化実現に向けた運動も進められている。そ
して,こ の土佐清水市は私の故郷でもあり,旧 S中学校 .

では長く勤務をしてきた。私の教員としての拠 り所は,

この土佐清水にある。

「新生」 S中学校は,予想される南海 トラフ大地震か
らの津波に備えるための高台移転として土佐清水市内 5

中学校が統合し,一市一校の中学校として約 300名規模
でスター トした。「統合後は制服がそろうまでは大変」

とよく言われるが,当初から,統合によるさまざまなス
トレスにより,生徒たちから多くの課題が噴出した。
統合での「荒れ」はある程度予想 していたが,教員の
想像をはるかに超えたものだった。「荒れ」の要因を一

言で言えば「市内 5校の学校文化のすりあわせ不足」で

あった。引っ越しから実質 1週間で迎えた入学式,学校
経営ビジョンの不徹底,教員の意思統一不足,生徒の問
題行動への対処・対応への職員の不安,規範の基準の共
有不足などが招いた結果であつた。

暴力行為,授業妨害,エスケープ,非常ベル・防火シ
ャッターの作動,器物破損等々,ま さに新築の建物が唸
りを上げていた。生徒たちの教員への信頼感は低く,「も

っと厳しく指導してほしい」と不信を募らせる生徒が多

くいたのも事実であった。教員との「信頼関係の喪失J,

生徒の「自尊感情の低下」「学力の低下Jが深刻な状況
になっていた。ある関係者からは「高知県でいちばん荒

れた学校」という声も聞こえてくる。私は赴任にあたっ

て,「 S中学校を是が非でも立て直すJと いう並々なら
ぬ決意をもつて臨んでいた。

私はかねてから,教育の根底にあるべきものは「人間
関係づくり」に基づく「人間力の育成」であると感じて

いた。そして,こ の力を育成していくための「人間関係
プログラムJを実施することが, S中学校の「荒れ」を
克服する唯一の手段であるという確信もあつた。

半数の生徒たちが話を聞いていなかった始業式だった

が,その終わりに,アイスブレイク・プログラムのひと
つである「一致団結そ～れ !」 を私自身が生徒や教員に

呼びかけ,全員で行つた。「S中学校を一致団結して幸
せの多い学校にしていこう」という私の宣言であつた。
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1 私と「人間関係プログラム」の出会い

私は 2010年度より,黒潮町立大方中学校で校長とし
て勤務するようになった。大方中学校も生徒指導上の諸

課題があり,高知県教育委員会指定「コーディネーショ
ン型生徒指導推進事業」を受けて取り組んでいたときに,

初めて「人間関係プログラム」と出会つたのである。

文部科学省の研究開発学校であった,大阪府松原市立
松原第七中学校で取り組まれていたガイダンスカリキュ

ラムから厳選した,「あいあいネットワーク of HRS,24

時間のプログラム」である。ガイダンスカリキュラムと

は,ガイダンスカウンセリングに基づいて教育課程に位
置づけられたカリキュラムのことである。

簡単にプログラムの紹介をすると,成長のプロセスを
「依存的なあり様から主体的なあり様へJと 規定し,「認

知→行動→評価のスパイラル」を原理としている。

プログラムの内容は,これまでのグループアプローチ

(「 ソーシャルスキル トレーニング」「構成的グループエ

ンカウンター」「ス トレスマネジメント」「アサーション

トレーニング」「7つの習慣」等々)の成果を取り入れ
た,ワ ークショップ&フ ァシリテーション型の授業であ
る。

私が大方中学校で取り組み始めたころは,「あいあい

ネットワーク Of HRS,24時間のプログラム」は成立過
程にあった。島根県松江市立第一中学校とともに,「人

間関係プログラム」の実践校として,お互いの授業を参
観し合うなどの交流を進めながら,プログラムの完成に
貢献してきたc

個人は,常に集団の雰囲気などに左右されるもので ,

所属する集団の傾向によって個人のあり方も変わる。生

徒を個人としてとらえつつ,集団の傾向を的確につかみ ,

「互いに認め合い,支 え合える人間関係づくり」を仕組
んでいくことで,よ り良い集団へと成長させる。
そのために,大方中学校では,ソーシャルスキル・出
会いと気づきの力 (エ ンカウンター)。 人間関係調整力

の育成など,学級や学年の実態に即した具体的な指導の
手法などを研修しなければならないと考え,研究を推進
してきた。コーディネーション研修を通じてプログラム

の知識を身につけ,教員が実際にロールプレイを演じる
ことを通して手法を学び,資質向上を図ることができた
のである。

学級で「人間関係プログラム」を実施することで,生
徒たちは,よ り良い人間関係を築こうとするようになり,

主体的に行動しようとする生徒が多くなってきた。計画

的に実施 した学年の生徒たちは,学力も向上し安定した

一般社団法人日本スクールカウンセリング推進協議会会報 第 7号 2017年 3月 30日 発行

学校生活に繋がつていった。

2013年 ,次に校長として赴任 した四万十市立下田中
学校においても,プログラムを計画的に導入した。小規
模校であるが,児童養護施設の生徒が通学している。「人

間に対する不信」を強くかかえた生徒たちが多い状況で

の支援であったが,「人間関係プログラム」の有効性を

ここでも感じることができた。そして,下 田中学校での
2年 目を展望していたまさにその時, S中学校への転勤

を命ぜられたのである。

2 勝負の一年,そ して……

私は,赴任後すぐに勝負をかけた。よく管理職が口に
する言葉,「一年目は様子を見て……」などという余裕

があるはずもない。様子を見ている間にも,生徒たちの

間に侵害が起こり,何人もの子どもたちが傷つき,むず
かしい人生を強いられる。一日も早くS中学校に「安心」
と「信頼」の場を構築しなければならなかったのである。

私は教員一人一人に「主体的になる」ことを問いかけ

た。「人まかせ」にしたり「周りのせい」にしたり,「相

手を非難」したり,「 自分を押し殺し」たり,そんな教
員の依存的な部分を見つけ,話を聴き出すことにより,
気づきを促していったのである。

依存的なあり様が満ちている関係性からは,「不安」

と「恐怖」しか生まれない。生徒たちが荒れたことによ

つて生じた,そんな依存的な関係性に教員自身が気づく
ことにより,「安心」と「信頼」の関係性を教員から築

いていくことに心血を注いでいった。

教員がモデルとなれば,いずれは生徒たちへと広がっ
ていく。まず,教員が成長のプロセスを歩んでいくこと
を望んだのである。主体的なあり様をめざす授業=「人
間関係プログラムJは「ジョン万タイム」と名づけられ ,
一学期から実施がスター トした。

この年,4回設定したコーディネーション研修は,「人
間関係プログラム」の授業を体験し,伝授してもらうだ
けに留まらず,私も含めたS中学校の教員全員が,成長
のプロセスを歩める力をつけていったファシリテーショ

ン研修だったのである。簡単に紹介しておこう。

①第 1回研修 :2014年 5月 21日

【テーマ】アサーションロールプレイング
アサーションは,1970年 代にアメリカで生まれたコ

ミュニケーション法である。「自分も相手も大切にしな

がら主張 し,折 り合いをつけていく」スキルである。そ
の中でもDESC法 は ,

(1)く りかえす
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(2)共感する

(3)主張する

(4)選択する (代案を出す)

というものである。この研修では,ロ ールプレイのモデ

リングを通じて, 自己開示することの素晴らしさを学ん

だ。教員がひとつの役割を演じることにより,共感性を
深め,相手を理解しようとする力をつけていく。ある教
員がこう言つた。「演じることは,自 らの殻を打ち破る
ことなのですね」と。

②第2回研修 :2014年 8月 フ日

【テーマ】ストレスマネジメント

プログラムの前半に組み込まれた,核心をなす授業で
ある。人間の成長のもととなる自己管理力,そ の自己管
理力の基礎が,ス トレスマネジメントである。プログラ
ムの実施が始まつた一学期であつたが,ま だまだ困難は

多く,はっきりとした成果は見えづらい。ストレスを多
く抱えている生徒や教員にとつて,ス トレスをマネジメ
ントしていく力は不可欠である。ス トレスによって生ま

れた感情をしっかりとつかみ,感情をコントロールして
いく力。教室に入ることができない生徒たちにとっては

絶対に必要な力であろう。

③第3回研修 :2014年 10月 24日

【テーマ】公開授業・研究協議
「人間関係プログラム」のなかにある「アニメの村」

の変形バージョンを 1年生が実施。グループダイナミズ

ムに基づいた,情報交流の大切さに気づく授業である。
教育委員会,校区の小学校だけでなく,同 じ実践校であ
る松江市立第一中学校からも,大挙駆けつけてくださっ
た。

生徒たちは何 とかや りきり,全員が着席できた。小 さ
なことだが大きな一歩になつた。研究協議だけでなく,

夜の交流会も通 じて,松江市立第一中学校の先生方から
同じ仲間のあたたかさと,包み隠すことのない激励をい
ただいた。このころになると,生徒にも教員にも変化が
見え始めてきたのである。

④第4回研修 :2015年 2月 5日

【テーマ】共感性と自己管理力

アサーションの集大成の研修にならた。ス トレスにき

つちりと対処することにより,相手に「訊いて」「聴く」
ことが可能になる。相手を大切にすることにより,共感
性をもつことができる。その結果, 自分も相手も大切に

できるwh&willの関係性が生まれる。アサーションと
は人間の成長に欠かすことのできないものであることを

実感した。

研修と実践とが頻繁に交差し,教員の気づきを即実践
に反映させる。ファシリテーションによつて開発された

教員の気づきが,研修と実践のコラボレーションにより,

相乗効果としてあらわれてきた。

2014年は 1年生のプログラムである「コミュニケー

ション基礎」「ス トレスマネジメントJ「アサーションロ

ールプレイング」を全学年で実施した。この取り組みに

より自己理解,他者理解が進んできたと考える。生徒た
ちの中にも,プログラムの実施を肯定的にとらえている
生徒が多くなっていた。「アニメの村」を 3年生で実施

したとき「初めてみんなで協力してやつた。頭使つた～」

と不登校傾向にある生徒は語つてくれた。

学校が荒れてしまうと生徒たちは人間関係に「不安」

や 「恐怖」を感じ,他者との交わりをもたなくなる。こ
の生徒が,久 しぶりに安心して他者と交わり嬉しかった
からこそ書けた感想であつたように思う。プログラムの

力を感じることができた瞬間である。

そして,2015年度がスター トした。信じられないこ
とであったが, S中学校は落ち着きを取り戻した。決し

て, 3年生がいなくなったからということではない。む

しろ,旧 3年生がもつとも落ち着いていたというくらい

である。教員との関係が厳しかった新 3年生, トラブル

をいつも多くかかえていた新 2年生たちが,仲間ととも
に,教員とともに歩み始めたのである。もちろん,課題
を抱えたままの姿に変わりはないのだが,「安心」と「信

頼」に支えられた関係性が, ともに課題を解決しようと

いう動きに変化してきたのである。

あれから一年半,「荒れ」への揺り戻しはまったくな

い。むしろ,生徒も教員も新しい課題を求め達成してい

くという歩みを確実に進めている。

3 研究の検証と成果

○教員の意識改革と指導力向上に繋がり,生徒・保護者
との信頼関係を構築できた

教員の意識改革がどのくらい進み,生徒や保護者にど
う広がったか,2013年度 12月 から2015年度 12月 まで

継続的に実施してきたアンケー ト結果より検証する。

【教員】

「学級の子どもについて, どの子にも成長の期待を感

じている」という強い肯定的評価が,2013年度にはわ
ずか 32%で あったのが,2015年度には 80%と 大きく改
善してきた。
「教師は,子 どもの成長と発達に責任を持つ存在とと
らえている」については,58.6%→ 78.3%と 大きく改善
している。日々の教育活動のなかで,生徒の良さに目を
向け,肯定的に評価をする取り組みが,教師や生徒から
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「認められている」という思いにつながっている。

【生徒】
「私は一人の大切な人間である」は 76.6%と +8P,
「私は周 りの人のためになることをすることができる」

|ま 75.6%で +12Pと 大きく改善してきた。教師への信頼

感が高まり,生徒同士も共感的人間関係も構築できてき
た。
「先生は勉強や生活できちんと指導してくれる」は 79

%で+16P,「先生は,私の気持ちや思いをよく受け止め
てくれる」は 70.4%と +10P,「私たちのクラスは,お互
いの良いところを認め合えることができるJは 79.7%
で+20P,「私たちのクラスは,みんなで楽しく過ごすこ
とができる」は 90.7%で +28Pと , どの項目においても

大きく改善できている。

このように,「人間関係プログラム」のファシリテー

ション研修を行うことで,教員の意識改革が進み,主体
性が育成され,生徒たちへの期待感が増幅し,そのこと
が信頼関係の回復にもつながってきたと考えている。

○学校が安心できる場となつた

「全教員で一致団結」を合言葉に推進した取り組みに

より,学校は安心できる場となった。教員がアサーショ
ンを意識して日々の実践をしており,生徒に寄り添つた
適切な生徒支援と教育相談,規範意識の醸成と学力向上
の取り組みが,現在の落ち着いた学校を創 りだしている。

アンケー トのクラスに対する項目において,「学級目

標達成に向けみんなで努力できる」が 74.3%で +25P,「先

生に言われなくてもルールを守ることができる」は

692%で +24Pと ,よ り良い学級 。学校を創ろうと努力で
きる学校になつてきた。

生徒たちも自治活動を大切にして,確かな活動につな
げてきた。ルールが守られ,器物破損は起こらなくなり,

誤つて破損してしまったものは,生徒からの報告がある
ようになつた。「学校が楽しい」と肯定的評価をした生

徒が 745%で +8P。 「人をバカにしたりしない」につ
いても73.2%で+10Pと 改善してきた。

昨年の体育祭の感想には, リーダーとなった 3年生へ

の感謝の気持ちを述べた,肯定的な内容がほとんどであ
つた。体育祭を成功させ,生徒集会の質も高くなり,落
ち着いた状態を全校で意識できたことも,安心して学校
生活を送ることができる要因である。

本年度の体育祭への取り組みでは, 3年生が中心とな
つた各色団のリーダーが,主体的に練習の運営も行つて
いる。行き違いや トラブルに対しても, リーダー全員が

集まり, しつかり話し合い確認事項を決め「みんなでよ

りよい体育祭を創 り上げよう」と進めていた。プログラ

ムを実施しているからこそ,折 り合いをつけた解決方法
を考えることができるのだろう。

このように,生徒同士の関係性も随分と変化 してきた。

言葉だけでは十分に表現することはできないが,配慮の

ある優しさや,安心と信頼に満ちあふれた関係性へと変
わつてきている。

学校が「荒れJを克服し,落ち着いた状態になると,
保護者も安心し,教員への信頼感も強くなる。学校教育
活動に対して,否定的な見方から肯定的な見方へと当然
変化していく。「この学校の先生は,保護者と一緒にな
つて子どもをよくしていこうとする気持ちが強い」が

72.4%で +35P,「学校の先生は,保護者の意見に耳を傾
けているJは 74.3%で +33P。 「子どもの学力向上に関し
て,学校に期待している」は 783%で+32Pと ,教師や
学校への信頼感や期待感が飛躍的に高まってきた。

このような変化が, さまざまな教育活動に対しての協

力を引き出し,学校の大きな力にもなってきている。

4 おわりに

現在の S中学校は,穏やかな空気が流れ,生徒たちの

笑顔や光り輝く姿に浴れている。大方中学校からS中学

校に至るまで 7年間,「あいあいネットワーク of HRS」

の深美隆司氏よリコーディネーションを受けてきた。ま

た,同 じ実践校である松江市立第一中学校とともに開発
してきたプログラムは,『いじめ・不登校を防止する人

間関係プログラム～アクティブラーニングで学校が劇的

に変わる !』 (松江市立第一中学校 「こころほつとタイ

ム」研究会 。あいあいネットワーク Of HRS深美隆司編 ,

学事出版,2016.2)と して出版されている。

ガイダンスカウンセリングの中核として位置づけられ

るガイダンスカリキュラムの授業は,フ ァシリテーショ
ン&ワークショップ型の授業である。そして,フ ァシリ
テーション&ワークショップ型の授業は,現在,必要性
が叫ばれているアクティブラーニングの基礎である。

ワークショップをファシリテーションとして運用でき

る力がなければ,ア クティブラーニングの実施は不可能
であると言える。 S中学校では,道徳の時間をファシリ
テーションとして取り組みはじめ,各教科への浸透も視
野に入れている。

これからの時代,特に地方では,人 口の減少,少子化
による学校統合が急速に進んでくると考える。統合によ

る学校の「荒れ」は,全国的な課題となってくるであろ
う。人間関係づくりを人間力育成と関連づけ, どう進め

ていくかがポイントであるということを, S中学校での

実践が証明しているのではないだろうか。
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